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１．学校教育での現状

○持続可能な社会に向けた環境教育は不充分
問）どんな内容の環境教育を行っているか（環境省調査、複数回答）

・小（ESD：27.6％、SDGｓ：21.0%）

・中（ 〃 :35.3%、 〃 ：19.6%）

・高（ 〃 ：26.2%、 〃 ：19.3%） ※自然、ごみが多い

・総合的学習の時間など環境に関する学習時間の大幅削減

・教員が多忙なため、情報収集が困難

（研修の削減、横との連携不足）

・適切な教材が少ない
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２．市民に対する教育の現状と課題

○関心はある。

節電、マイバックなど個人的な行動はする。

社会的な行動に繋がっていない

・余裕がない ・無関心 ・あきらめ

・何をすればいいのか？？

・自分との関わりが見えない ｅｔｃ．

・メディアなどから断片的な情報しか得ていない

・学習の場がない ・用語が難しい ｅｔｃ．
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３．日本の市民社会の現状
〇20年前の課題がいまだに解決されていない

人材の育成・確保、後継者問題、財政基盤の脆弱さ

〇NPO法人格を持たず、収益性が低い中で地域で実践活動を行うボ

ランティア的な団体が多い

〇専門性を要する調査研究や政策提言を行う団体は少ない

①環境NPO/NGOは公益を担う組織として、いまだに政府・市民か

ら認知されず、NPO/NGOの役割の制度的位置づけなし

EU・・環境団体は環境利益の代表であり、経済団体や労働団

体同様、環境政策のカギを握るパートナー

⇒制度、財政の支援充実

日本・・環境保全に係る活動を自発的に実施する個人の集

まりでありパートナーではない⇒支援なし、自立を！
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②意識の差 ←日本独特の官僚制度、民主主義の成熟度、

政治教育・社会教育の不足 等

官僚・行政・・・ 環境NPO/NGOを補助的・下請け的な立場

市民・・・公共の担い手は政府や行政 ＝ 「お上意識」

NPO/NGO・・・地域のボランティアで満足

◎政府・行政、市民、NPO/NGOの間でも、

「環境団体は環境利益の代表で、公益の担い手としての役割が

ある」という認識が非常に薄い
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４．環境教育・学習を市民社会の活性化
につなげるために

【伝え方・・・自分事と思ってもらえるような工夫】

○可能な限り、分かり易い情報にしていく

身近な地域情報なども加えて

○授業、学習会では、一方的に話すだけでなく、必ず意見交

換や討議を行う。 ←伝えたい内容だけでなく、参加者が

知りたい内容を伝える → 自分事

○問題点だけでなく、可能な限りの解決策を伝える

（個人で、学校で、職場で、地域で、）

◎（気候）市民会議の開催
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【伝える内容】
〇自分のテーマだけでなく、持続可能な社会に向けた環境教育を

単独テーマだけでなく、関連するテーマにできるだけ広げ、

歴史や科学的事象も含め、包括的に深く学べるようにする。

知識だけでなく、体験や議論を通じて、問題を掘り下げ解決し

ていく力、自らが行動する力、人々を動かす力を育てる

〇学校、家庭や地域でも、地域・社会の一員としての市民教育を

誰かにお任せではなく、一人一人が当事者意識を持ち、他者と

協力しながら社会の一員として、主体的に課題にとりくむ責任

感や行動力が育てる。そのために、地域との関わりの場をつく

り、地域の人と交わることも大切。
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〇政治教育の強化を

現在の環境問題は政治との関わりも強いことから、環境問題は

じめ社会的課題について、主体的に考え、十分議論し、意思決

定を促すような政治教育も必要。

〇哲学・倫理教育の導入・強化を

環境問題は私たちの生き方・考え方、社会の有り様など文明の

問題であり、哲学的考え方や倫理について学ぶことも大切。

人間や社会の本質を、様々な情報や経験をもとに自らが深く掘

り下げ考える「思考力」を育てる。 お勧め「モモ」

〇メディアリテラシー教育で、批判的思考力を高める

情報を批判的に見て、判断し、使い分ける力を養い、真実と嘘

を的確に見分けられる教育が必須。家庭でも。

そのために、自ら情報収集し、皆で共有し、議論し判断するよ

うなことも大切。
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是非お読みください。

購入方法：
Ａｍａｚｏｎで購入

定価:1078円
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